
 
 

柴田町総合体育館条例をここに公布する。 
 
  令和６年６月１７日 
 

               柴田町長  滝 口   茂   
 
柴田町条例第１６号 
 

柴田町総合体育館条例 

              

 （趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

４４条の２第１項の規定に基づき、柴田町総合体育館（以下「総合体育館」という。）

の設置及び管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （設置） 

第２条 本町におけるスポーツの振興及び普及を図り、町民の心身の健全な発達と福祉の

増進に資するため、総合体育館を設置する。 

２ 総合体育館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

柴田町総合体育館 柴田町大字船岡字上大原６５番地１ 

３ 総合体育館に次の施設を置く。 

（１） 体育館 

（２） 原っぱ広場 

（３） スポーツ広場 

（４） 防災広場 

（５） 附属施設 

 （指定管理者による管理） 

第３条 柴田町教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、総合体育館の管理を法第２

４４条の２第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）に行わせる。 

 （指定管理者が行う業務の範囲） 

第４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 第２条第３項第１号の体育館（以下「体育館」という。）の使用の許可に関す

る業務 

（２） 体育館の使用に係る料金（以下「利用料金」という。）に関する業務 

（３） 総合体育館の施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務 

（４） 生涯スポーツの推進及び使用者サービスに関する業務 

（５） その他教育委員会が必要と認める業務 

 （指定管理者が行う管理の基準） 



 
 

第５条 指定管理者は、法令、この条例、この条例に基づく教育委員会規則（以下「総合

体育館規則」という。）その他教育委員会の定めるところに従い、総合体育館の管理を

行わなければならない。 

 （使用時間） 

第６条 体育館の使用時間は、午前９時から午後９時までとする。 

２ 第２条第３項第２号から第４号までに規定する施設の使用時間は、次のとおりとする。 

施設名 使用時間 

原っぱ広場 

午前９時から午後５時まで スポーツ広場 

防災広場 

３ 指定管理者は、必要があると認めるときは、午前６時から午後１１時までの時間内に

おいて第１項又は前項の使用時間を変更することができる。 

 （休館日） 

第７条 総合体育館の休館日は、次に掲げるとおりとする。 

（１） 毎月の第４火曜日（当日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８

号）に規定する休日のときは、その翌日） 

（２） １２月２８日から翌年１月４日までの日（前号に掲げる日を除く。） 

２ 指定管理者は、特に必要があると認めるときは、前項に規定する休館日を変更し、又

は臨時に休館日を設けることができる。 

 （使用許可） 

第８条 体育館を使用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。許

可を受けた事項を変更しようとするときも同様とする。 

２ 指定管理者は、体育館を使用しようとする者が次の各号のいずれかに該当すると認め

られるときは、その使用を許可しないものとする。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

（２） 施設又は設備を毀損するおそれがあるとき。 

（３） 総合体育館の設置の目的に反して使用するおそれがあるとき。 

（４） その他総合体育館の管理に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

３ 指定管理者は、特に必要があると認めたときには、第１項の許可に条件を付けること

ができる。 

（使用許可の取消し等） 

第９条 指定管理者は、前条第１項の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が次の

各号のいずれかに該当するとき、又は体育館の管理の必要上やむを得ないと認めたとき

は、その使用の許可を取り消し、又はその使用を停止することができる。 

（１） 虚偽その他不正の行為により前条第１項の許可を受けたとき。 

（２） その他この条例及び総合体育館規則の規定に違反すると認めたとき。 

２ 前項の規定により使用者が損害を受けることがあっても、町は賠償の責めを負わない。 

 （利用料金） 



 
 

第１０条 使用者は、次項の規定による利用料金を使用の許可を受けると同時に指定管理

者に支払わなければならない。 

２ 利用料金は、別表に定める額を上限として、指定管理者が定める。 

３ 指定管理者は、あらかじめ当該利用料金について町長の承認を受けなければならな

い。 

４ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

５ 指定管理者が既に収受した利用料金は、返還しない。ただし、使用者がその責めに帰

することのできない事由により総合体育館を使用することができなくなったときその他

特別な理由があるときは、この限りでない。 

 （利用料金の減免） 

第１１条 指定管理者は、総合体育館規則の定めるところにより、利用料金を減額し、又

は免除することができる。 

 （使用者等の遵守事項） 

第１２条 使用者、体育館の入館者及び第２条第３項第２号から第５号までに掲げる施設

を使用する者（以下「使用者等」という。）は、総合体育館規則に定める事項を遵守し

なければならない。ただし、あらかじめ指定管理者の承認を受けた場合は、この限りで

ない。 

 （損害賠償等） 

第１３条 使用者等が故意又は過失により、総合体育館の施設、設備又は器具等を損傷、

汚損又は亡失したときは、現状に回復し、又はその損害を賠償しなければならない。 

 （委任） 

第１４条 この条例に定めるもののほか、総合体育館の管理に関し必要な事項は、総合体

育館規則で定める。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和６年１２月１日から施行する。 

 （柴田町体育施設条例の一部改正） 

２ 柴田町体育施設条例（平成１８年柴田町条例第３９号）の一部を次のように改正する。 

改  正  後 改  正  前 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、他の条例に定めるものを

除くほか、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第２４４条の２第１項の規定に基づき、

スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）

第１２条第１項に規定するスポーツ施設（以

下「体育施設」という。）の設置及び管理に関

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２４４条の２第１項の規定

に基づき、体育施設の設置及び管理に関し必

要な事項を定めるものとする。 



 
 

し必要な事項を定めるものとする。 
  

（準備行為） 

３ 第３条の規定による指定管理者の指定の手続等の行為及び第１０条第２項の規定によ

る利用料金の承認並びにこれらに関し必要な行為は、この条例の施行の日前において行

うことができる。  



 
 

別表（第１０条関係） 

１ 施設の貸切利用料金（上限額） 町内の者が使用する場合 

区分 時間帯（半面１時間当たりの額） 

午前９時から

正午まで 

正午から午後

３時まで 

午後３時から

午後６時まで 

午後６時から

午後９時まで

アリーナ 入場料を徴

収しない場

合 

アマチュ

アスポー

ツ 

高校生

以下 

９９０円 ８３０円 １,０４０円 １,２９０円

一般 １,４９０円 １,２５０円 １,５６０円 １,９４０円

その他催

事 

高校生

以下 

３,４７０円 ３,４７０円 ３,６２０円 ４,５２０円

一般 ５,２１０円 ５,２１０円 ５,４３０円 ６,７８０円

入場料を徴

収する場合 

アマチュ

アスポー

ツ 

高校生

以下 

５,８４０円 ４,８６０円 ６,１１０円 ７,６１０円

一般 ８,７６０円 ７,２９０円 ９,１７０円 １１,４２０円

その他催

事 

高校生

以下 

２０,４３０円 ２０,４３０円 ２１,３２０円 ２６,６３０円

一般 ３０,６５０円 ３０,６５０円 ３１,９８０円 ３９,９５０円

２ 施設の個人利用料金（上限額） 町内の者が使用する場合 

区分 時間帯 

午前９時から 

正午まで 

正午から 

午後３時まで 

午後３時から午

後６時まで 

午後６時から

午後９時まで

アリーナ ３２０円 ３２０円 ３２０円 ３２０円

トレーニング室 １回当たり４５０円（１回当たり３時間以内とする） 

３ 施設（多目的室）の利用料金（上限額） 町内の者が使用する場合 

区分 １時間当たりの利用料金 

多目的室１ １，１６０円

多目的室２ ８３０円

４ 設備器具等の利用料金（上限額） 町内の者が使用する場合 

区分 時間帯 

午前９時から 

正午まで 

正午から 

午後３時まで 

午後３時から 

午後６時まで 

午後６時から午

後９時まで     

放送設備（一式） 入場料を

徴収しな

い場合 

３，３００円 ３，３００円 ３，３００円 ３，３００円



 
 

 入場料を

徴収する

場合 

６，６００円 ６，６００円 ６，６００円 ６，６００円

電光得点表示システ

ム（一組（２台）） 

入場料を

徴収しな

い場合 

３，３００円 ３，３００円 ３，３００円 ３，３００円

入場料を

徴収する

場合 

６，６００円 ６，６００円 ６，６００円 ６，６００円

仮設ステージ（一

式） 

入場料を

徴収しな

い場合 

８，２５０円 ８，２５０円 ８，２５０円 ８，２５０円

入場料を

徴収する

場合 

１６，５００円 １６，５００円 １６，５００円 １６，５００円

フロアシート（一

巻） 

入場料を

徴収しな

い場合 

１７０円 １７０円 １７０円 １７０円

入場料を

徴収する

場合 

３４０円 ３４０円 ３４０円 ３４０円

５ 冷暖房設備利用料金（上限額） 町内の者が使用する場合 

区分 １時間当たりの利用料金 

アリーナ ４，８００円

多目的室１ ５００円

多目的室２ ５００円

備考 

（１） この表第１項の「施設の貸切利用料金」は、町内に住所を有する者の数が５人

以上の場合に可能とする。 

（２） この表第１項及び第４項の「入場料を徴収する場合」とは、入場料、会費その

他これらに類する料金を徴収して催し等を行う場合をいう。 

（３） 使用時間には、準備及び現状回復に要する時間を含むものとする。 

（４） 使用時間が１時間に満たない場合は、１時間に切り上げる。 

（５） 第６条第３項に規定する使用時間を延長する場合の利用料金は、午前６時から

午前９時までの時間内にあっては指定管理者が定める午前９時から正午までの利用料

金にその額に１０分の５を乗じて得た額（１０円未満の端数が生じたときは、１０円

に切り上げた額）を加算した額を、午後９時から午後１１時までの時間内にあっては

指定管理者が定める午後６時から午後９時までの利用料金にその額に１０分の５を乗



 
 

じて得た額（１０円未満の端数が生じたときは、１０円に切り上げた額）を加算した

額を、それぞれ上限とする。 

（６） 町外の者が使用する場合は、指定管理者が定める利用料金の額にその額に１０

分の５を乗じて得た額（１０円未満の端数が生じたときは、１０円に切り上げた額）

を加算した額とする。 

（７） 営利目的の場合は、指定管理者が定める利用料金の額にその額に１０分の４を

乗じて得た額（１０円未満の端数が生じたときは、１０円に切り上げた額）を加算し

た額とする。 


